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平成２７年度第２回南部地域政策総合会議 会議録 概要

１ 開催日時

平成２８年２月２９日（月）午後１時３０分から午後３時５０分

２ 会場

徳島県南部総合県民局 阿南庁舎 大会議室

３ 出席者

（１）委員 １３名（６名欠席）

① 地域住民代表委員 １３名

青木委員 石本委員 尾崎委員 加藤委員 小林委員 酒井委員 靏委員 殿谷委員

濵崎委員 林委員 平井委員 平岡委員 町田委員

② 県委員 １名

小泉南部総合県民局長

（２）管内市町長 ４名（１名欠席）

岩浅阿南市長 坂口那賀町長 福井牟岐町長 影治美波町長

４ 会議次第

（１）開会

（２）議事

①「徳島県南部圏域振興計画見直し（案）」について

②「南部圏域課題解決プラン見直し（案）」について

（３）閉会

５ 配付資料

・ 徳島県南部地域政策総合会議設置要綱

・ 徳島県南部地域政策総合会議委員名簿

・ 平成２７年度第２回南部地域政策総合会議配席図

・ 資料 １ 南部圏域振興計画・課題解決プラン改訂版の概要

・ 資料 ２ 振興計画見直し主要箇所一覧

・ 資料 ３ 徳島県南部圏域振興計画見直し（案）

・ 資料 ４ 南部圏域課題解決プラン見直し（案）
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＜発言概要＞

（Ａ委員）

Ａでございます。よろしくお願いいたします。時間の関係上、少し早口ですが、御意見を述べさせ

ていただきます。よろしくお願いします。

皆さんこの、私の左手のリング、何かお分かりでしょうか。はい、つけていただいている方々もた

くさんおられます。認知症サポーターの証、オレンジリングでございます。

平成２５年６月に公表された厚生労働省の最新の数字では、６５歳以上の４人に１人が、認知症ま

たはその疑いがある、という指標が出ております。徳島県だけでも、約６万人と言われております。

そして平成３７年には、団塊の世代の皆さま方が全て７５歳以上になられます。なおかつ、全国キ

ャラバンメイト認知症サポーター養成講座の協議会のデータによりますと、総人口に対する６５歳以

上の人口の割合、高齢化率を出しますと、全国で２５．６％、徳島県では２９．５％、そして阿南市

は２９．３％、那賀町・牟岐町・美波町・海陽町ですと４０％を超えているといった高齢化率がほん

と出ているんですよね。

実は私、午前中、那賀庁舎で認知症サポーター養成講座をやってきたところで、今日、非常にしゃ

べりがいいのですが、それについて、御意見をさせていただきます。

資料４、プラン４「健やかに暮らせる保健・福祉・医療等の連携体制の充実・強化」にあります、

認知症サポーターの数の目標なのですが、平成３０年に向けて１万人と、指標が出ております。

その通りでありまして、もっと県民にオレンジリングを広げられるように、行政機関、公共機関の

みならず、企業や、もっと教育現場へも、もっと講座を推進する必要があると、考えております。

また先般、阿南市が行いました”オレンジカフェ”のような、もっと気軽に認知症のことが、なん

とか相談所とつくと、非常にかまえていってしまうので、そうじゃなくて、ちょっとお茶を飲みなが

ら、専門家の方がいらっしゃるような、談笑できる場を、もっと推進していく必要があると考えてご

ざいます。

それと同時に、このオレンジリングと併せまして、もう一つ、こちら、”伝える・学ぶ・活動する

・教える”バッジもいただいております、知事から。”くらしのサポーター”です。

今まさに、徳島県、消費者庁の誘致に向けて、挙県一致で協議会も立ち上げました。今まさに最前

線は、徳島県民の最前線は、”くらしのサポーター”なんですね。このサポーターの数も、県南域、

もっと頑張っていこうと。どうしても、消費者協会の皆さんに依頼してですね、サポーターを増やし

ていくような傾向がありますが、それじゃあ駄目ですね、はっきり言って。そこで私の提言としまし

ては、この認知症サポーター養成講座と、くらしのサポーターをコラボレーションしていただいて、

同時にもっと養成していくといった流れがいいんじゃないかと思っております。

何故かと言うと、高齢者の方の見守りネットワークが必要でございます。それにおいて、高齢者の

消費者問題プラス認知症の知識、理解があれば、もっと防げる問題がたくさんございます。そういっ

た視点で、今後、南部圏域、徳島県としましても、同時にサポーターを養成していくことが必要なん

じゃないかと考えてございます。特に、くらしのサポーターにおきましては、”くらしのサポーター
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Jr”なるものを作っていただいて、中高生の教育の場としても、特に県南域はサテライトオフィスの、

ＩＴの企業さんたくさんおられます。何が言いたいか、ネット社会ですね、ネット社会に対する怖さ

であったり、利便性であったりというのを、もう少しくらしのサポーターを活用しながら、教育の現

場にも、もう少しアピールしていく必要性、また、教育の現場で対応していく必要性があると考えて

ございます。

大きな２点は、その２点でございます。

そしてもう１点最後、ＤＭＶについて、いつもこの場で発言させていただいております。やはり県

南部の夢と希望であるＤＭＶの導入について、今現状どうなのか、県民の目線から見ると、徳島新聞

等で報道されている、どうなんだろうといった不安視もされております。現時点で分かる範囲で結構

ですので、また、お答えしていただければありがたいかなと思います。以上でございます。

（Ｂ委員）

２点、お聞きしたいことと、思うことを述べさせていただきたいと思います。先ほどと、ダブると

ころもあると思いますが、プラン４の中で「健やかに暮らせる保健・福祉・医療等の連携体制の充実

・強化」においてですけど、やはり、高齢者が病状を抱えた状態で自分らしい暮らし、生活を続けら

れるよう、サービス提供体制の整備を、皆さん一所懸命推進されておりますが、しかし、南部Ⅱ圏に

おいては、長期療養病床、ずっと言っておるんですけど、やはり点数の問題であるとか、いろいろ経

営の問題がありまして、出来ておりません。

つくづく今回は、県立海部病院、新築になりますが、１０年後と言わず、やはりこの長期療養病床

も、選択の一部に入れて欲しい。何故ならば、私の身近でもありましたが、自分の住み慣れたところ

から余所の地域に行って、そこで亡くなってから帰る。それが、後を絶たないんです。

私たちも一所懸命、１０年後、１０年後という感じで待っておりますけど、在宅医療も大切です。

しかし現状を見ますと、一人暮らしの方が多をございます。だから、自分がどこで、どのようにして

いけるか、それぞれ違うと思いますが、長期療養病床も、一つの選択に、入れて欲しい、前向きに考

えて欲しいと思っております。

それに続いて、自分の考えなんですけど、海部病院の跡地ですが、一部に長期療養病床を置いてい

ただき、それを診ていただける先生はおるんです、います、そういう風な先生もおいでますし、先生

一人で長期療養病床を診れるんです。

また、海部病院の跡地に、私の構想ですが、一番上に長期療養病床、下に認知症カフェ。婦人会も

１月に、認知症と仲良くという寸劇もいたしました。住民は住民で、認知症の方と仲良く暮らせる、

明るい優しい街づくりをしつつ、勉強しながらやっておりますので、どうぞ、健やかに暮らせる南部

地域、それがうまいこと行ったら、外部の、東京とかそんなところから、人を呼べるんじゃなかろう

かと考えております。

二つ目は、プラン１７の地域高規格道路の海部道路の整備促進においてなんですけど。海部道路と

いっても広うございますが、牟岐バイパスも、なかなか出来ておりません。ほんとに許可下りてから、

まだまだ出来ておりません。これに対して、今、海部道路、調査中。手つかずの海部道路もございま
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す。１月の３１日に、道フォーラムに行ってまいりました。住民から国の方に、訴えてきました。

その時に、向こうの道路局長が言いました、「どのような、いつ、何のために、整備する必要がある

か、それを明確に訴えてください」。

いうても、住民が勝手に、何年までにつけてください、と言っても。

私は３年。東京オリンピックが４年後にありますよね、４年でどうですか、いや４年では間に合わ

ないでしょ、３年では。３年で高規格道路がつくはず無いんですけど、ゴーサインを送ってください

と頼んできました。

だけど、いつもいつも頼みに。皆さんも頼みに。町長を始め、知事さんも頼みに行ってくれてるん

ですけど、国の方は、なかなかＯＫださんのです。どうしてですかと聞いたんです。住民は、それが

一番知りたいんですけど、この資料どこさがしても、入ってない。調整中。この調整っていうんは、

どういうことなのか、住民に分かるように。

また、この３月１５日に、海部郡の３町長、３町で一所懸命補助もしていただき、住民も頑張って

いって、その宿題の、何のために整備する必要があるかのキャッチフレーズ、これをわたし出来ませ

んので、行政の方に、牟岐の福井町長を通して県の方に依頼していると思いますが、何年後に絶対い

りますと、県の職員さん、キャッチフレーズ上手ですから、頑張って考えていただいて。

それに対して、どのような返答をいただけるか、この３月１５日。海部郡住民、賭けておりますの

で、県の方も。新幹線も大切ですけど、私らにとっては、道が大切なんです。国道５５号線一つしか

ないんです。南海トラフがきます。いつ来てもおかしくないのに、道が出来てないと、住めないとこ

ろになってしまう。ここを一番に、考えて欲しい。今日、副知事がおいでておりますので、声を大に

して。どうぞ、帰ってから、飯泉知事におっしゃっていただければ、ありがたいかなと思っています。

よろしくお願いいたします。

（Ｃ委員）

資料３の１４ページ、社会資本の中で道路についてかなり書いてあるんですけど、豪雨のたびに、

通行制限の区間が１４２ｋｍもあるっていうことに対して、私はこの資料を見て、いまさらながらび

っくりしております。私が住んでいます地域。岡川の整備なんですけど、４４年かかって、まだ三分

の一しか進んでいないっていう状況。その辺が、どういう形で、この社会資本の中でも、道路、Ｂさ

んも高速道路についてお話しをされましたけども、高速道路も必要かもしれませんが、一般生活道路

が一番整備していただかなければならないと思うんですね。

そういう意味で、この１４２．３ｋｍもある、冠水して通行止めになる道路をですね、少しでも早

く、なんとかしていただかなければいけないと。４４年もかかって、三分の一しか進まないような、

岡川改修のような、そんな感じでは、とうてい生きているうちに、完成しないと思うんですね。

また、大野の場合、高速道路のインターチェンジが出来るんですけど、それが聞くところによると

盛土になるということで、そうしますとまた、水の捌け口が必要になってくるんじゃないかと思う訳

なんです。インターチェンジだけでなくて、大野には日亜化学の大きな工場があって、田んぼが全部

駐車場に埋められていっているんです。そうすると、今まで田んぼの中で、水の確保という部分があ
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ったものが、全部岡川に流れてくる。そうしたらほんとに、今以上に、豪雨がある度にですね、生活

が出来なくなる。何かがあった時に、冠水して全然使い物にならないとなったときに、これからの高

齢社会に向けて、どういう風に生活出来るのか。１人でも多くの人間を大野に来ていただく。住んで

もらわなかったら、大野も過疎になっていく感じで、皆が困っている訳なんです。

そういう意味でもですね、県の方も、岡川だけではどうにもならないというのも、何十年も前から

分かってらっしゃる。部長さんがこの前、お話しなさっている。前の部長さんが。やはり、岡川だけ

でなくて、どうにか道路の冠水する部分を、水捌けの部分ですよ、それを違う方法を考えていただけ

ないかな、というのがまず提案させていただきたいと思います。

それと、国道５５号線について、今、四車線化という、交通量の緩和の問題が出ているんですけど、

信号があまりに多くてですね、スムーズに動きがとれない部分があるので、外国に行った時に、ニュ

ージーランドなんかに行ったら、ラウンドアバウトって言うんですか、四車線で信号が無くても、ぐ

るぐる回って、右側に動いていったら、スムーズに動ける、信号が無い道路についても、考えていた

だければいいかなと思うんです。過疎地だからこそ、そういうことが出来るんではないかと思うんで

す。ラウンドアバウトによる、交通量の捌け口みたいなものも考えていただければと思います。

米の価格の低下の問題なんですけど、休耕田がかなり増えていると思うんですね。米が安くなって

きているものですから、作ったら赤字になる、買って食べた方がいいみたいなところがあるんですけ

ども、昔から大野はブランド米っていうて、どこに出しても恥じないぐらいの美味しいお米ができて

いる産地でありながらも、それがなかなか高い値段で売れないというところもあるので、ぜひその辺

も。一つの括りにして、米というものを考えるんじゃなくて、美味しいところの産地のものは美味し

いものとして売れるような体制がとれたらなあ、と思うので、ぜひ考慮していただければいいと思っ

ています。

（Ｄ委員）

１点だけ。計画の中の６ページに国勢調査の結果が出ておりますが、いよいよ、２０年ぐらい前か

ら予想はしていましたが、国勢調査でマイナスが出たと。この現実は、ショックなところが大きくて、

３９の都道府県が、社会減という結果になっています。徳島県も減っていると。かなりの率で減って

いる。このままの状況でいくと、たぶん、数十年後には、県として成り立つかどうかという人口規模

になりそうだという雰囲気があります。

県南も含めてなんですが、いかにして住んでいただくか、ということを研究しているですが、いろ

んなパターンでいろんなことをやっていると、いろんなファクターが出てくるんですが、やはり一番

何が欲しいかというと「仕事」です。

仕事があるところには、若い人が来ています。次にくるのが、都会から近いところ、というファク

ターです。これは、もうどう考えても地形的に無理なので、いかに仕事をして満足度を高めて、住め

る場所をつくるか、ぜひお考えいただければと思います。

なんとかなるだろうと思いながら待っていると、気づいたときにはもう致命傷みたいなところがあ

りますので、お願いしたい。
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あと１点、いろいろ考えていただいているところがあるんですけど、何を上位に、修正して、重点

的にやるか、たぶんお金がそんなにないと思うので、何をまず、何年度までにやるか。次にこのぶん、

その次にこのぶんと、全てをやるんじゃなくて、ある程度優先順位があってもいいのかなと思いまし

た。

あればの話なんですけど、こういう資料の中にも、ここはこの辺まで、数字じゃなくて、ある程度、

重要視してやりたいとか、やりましょうとかあると、もう少し計画性があるのかなあと思います。

（Ｅ委員）

今のＤさんの仕事と、それから都会から遠い近いってことなんですけども、今までいらっしゃった

方で大阪・神戸の方は、発言としては、都会から近いってことをおっしゃるんですよ、県南地区は。

だから私、決して遠いとは思ってません。私も息子の車に乗ってみんなで買い物とかちょっと中華食

べるかってなったら神戸まで行きますしね。だからそんなに都会から遠いとは私は感じてないです、

それも売りにできるかなと思ってるんです。移住とか空き家のことをやってて、移住フェアによく行

くもんですから、県南地区に、三好とかも来てるんであれなんですけど、余所に回すことがすごい増

えてきてるんです。うちの町に私の目線がきついんかたくさん座ってくださるんですけど、うちの町

に向いてないって思う人がいるんですよ。そしたらやっぱり三好どうですか、阿波市どうですか、海

陽どうですか、牟岐どうですか、那賀町どうですか、阿南どうですかっていう風に振っていっている

場合がすごく多いので、それをちょっと皆さん考えて、全国から見るとうちの美波町だけって思って

らっしゃらないんですよね。県南全体が一つの町って思ってくださったらいいぐらいの感じでいらっ

しゃるんですよ。特に冬は、今一番人気である長野からいらっしゃるんですよ。凍るから嫌っていう、

暖かいからここに来たいっていうていらっしゃる人が増えて来てるっていうことをよく頭に置いて、

予断なく来たいと思う人を県南全体で連携を組んでやっていかないと、イメージアップにはつながっ

ていかないと思いますね。そうしたらそれが県全体に来ても違うところに行けるっていうのがあるん

です。で特に仕事のことなんですけれども、林業は私来たら那賀町さんお願いしてますし、それから

農業はきゅうり農家さんとか、加茂谷さんとかもやってらっしゃるのでお願いしてますし、それから

特に仕事なんですけど、一般の仕事の場合、うちはもう阿南をターゲットにお世話っていうかお話す

るようにしてます。ので、それもどうぞ皆さんの町それから各地区で予断なくちゃんとこうまとめと

いうていただいたら、聞いたときにすぐ答えが出て、どこそこに住んでも通うっていうことができま

すので、自分とこの町だけで全部するのは無理です、今は。

あと一つなんですけど、コーディネーターやってると、まだ行政がしてくれる、コーディネーター

がしてくれるとか思いがちなんですよね、住民の人が。もうそういうのはダメです。住民の人の意識

をもっと変えることをやっていかないと、空き家があがってこないんですよ、こっちから聞きにいか

んと。今日も実は行政の人に２件も空き家を聞きに行ったんですよ。向こうから言うてきて欲しいで

すね。そんなことがあるので、是非是非ほんとにあの、住民側が空き家持ってても言ってくるぐらい

にならんと進んでいかんと思いますんで。コーディネーター作るんもいい。空き家のなんか作るんも

いい。いいんですけれども、それをすればするほどなんかやってくれるわっていう意識が出てくるん
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で、ほれはあかんと思ってます。ぜひそっちの方も力込めてやっていただきたいと思います。

（Ｆ委員）

昭和南海地震から７０年、２３年３月１１日から５年、間もなく５年が来ます。我々は、もうちょ

っと性根を入れないかんと思ってます。忘れかけてる人がいくらでもいる。もうちょっと我々は、そ

の恐ろしさを周知させていこうと思ってます。

それから”迎え撃つ”ですかね。私たちはいつも強い気持ちで、迎え撃つ。その気持ちを持ってな

かったら、防災に携わっている人間は、やっていけないと思います。私たちは、阿南まで、海岸をず

っと見ていくんですけど、たいがいハード面では、いろんなもう、避難階段とか、山にはいろんな階

段がついていたり、前に比べたら全然進んでいるなと思っています。

もし、私たちが被災に遭った場合に、どうしたらいいか、事前復興街づくりを、徳島大学の方と美

波町の方と、それから地域づくりセンターと一緒に考えております。被災に遭った場合、今から考え

るんじゃなしに、先もって考えておく。ここをこうしたら、ここ、ここ何か建てようか、そういうこ

とを、今私たちは、ずっと、会を開いたり、ワークショップやっております。

それに、防災ばっかりじゃ、なんか面白くないと思って、「防災カフェ」ですかね。うちら田舎の

者はゆっくりしてるから、「まったりカフェ」と言うて、この前開きました。独居老人を引っ張りだ

そう、元気にさせよう、もし津波が来ても逃げられるよう、体力をつけようと、カフェに引っ張って

きています。

だいたい、今、週一回で４０～５０人来ていますので、いろんな体操したり、歌を歌ったり、お年

寄りに元気を付けさせて。私たちも、本当に、四十何パーセント、年寄りがおりますから、まず年寄

りをと言って、頑張っているところです。

だから、これをいつまでも継続していかなければいけないと思っています。

（Ｇ委員）

私事ですが、昨日、一昨日と、介護予防運動サポートっていう、資格をとるために養成講習会に行

ってきました。また今年は、地域の活力創出徳島モデルの交付金で、介護予防事業としまして、６５

歳以上の対象の方に運動指導を行うという事業に取り組んでまいりました。

海陽町は４千人強ほどいるんですけど、３箇所で今回事業を行わせてもらったんです。

どういうところでやったかと言うと、包括さんが、街中でやられておられるので、それと区別化し

まして、街中までは来られない方を対象に、山間部で、しかも交通手段の無い方向けに、送迎付きで

やらせてもらったんです。

けっこう定員より盛況で、と言うても３箇所で７０名ぐらいの方しか参加できない、というのが現

状なんです。指導力、見れる人数というのが限りがあるんです。

で、今回思ったのがプラン４に書いてます、この話ばかり多いんですけど、認知症サポーター、介

護予防でも、本当に急務なところなんですが、１万人の目標を掲げておりますが、１万人とはいかな

くても、簡単な運動の指導が出来る、なかなかでも難しいので、体操というレベルでもいいので、出
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来るようなサポーターを、数名、少しでもいいので、その中にでも入れていただければ。サポーター

養成もお願いしたいと思います。

先ほども出ていました海部病院のですね、認知症カフェの横に、運動施設が出来ればいいなと思い

ます。夢の話になりますけど、ぜび考えていただきたい。

私、こういう仕事しておりますと、いつも思うのが、高齢者指導しているときに、やっぱり運動習

慣がある人と無い人では全然、ほんとに身体が、特に６０歳以降になってくると、全然違うんですね。

ほんとに６０歳くらいになると、身体の体力レベルって、４０くらい違う。やっている人とやってい

ない人では、やっている人は４０代くらい、やっていない人では８０歳くらいの体力レベルもあるの

で、開きが４０歳くらいあるよっていうことなんです。それぐらい、すごい変わってきます。で、ど

うしたらいいのかなといつも考えるんですけど、やっぱりこれって学校教育の時から大事なのかな、

若い時からが大事なのかなと、すごく思います。

競技スポーツで強い精神力とか、強くするというのとか大事なんですけど、卒業とともに燃え尽き

てですね、止めてしまうというのがほとんどなんです。スポーツってきついな、しんどいなっていう

のが植え付けられていきますので、やっぱり幼少の頃から楽しいもの、あとはファミリーで出来るよ

うな、そういう集えるスポーツ施設もですね、大切なんじゃないかなと思います。

プラン１３に書いてます「アウトドアの拠点づくり」ということで、すごいトップアスリートによ

るプロデュースとか、いろんなイベント、特に県南は自然のアウトドアスポーツが、盛んに今回こう

いう風な感じでやられておられるんですが、ぜひファミリー向けであるとか、あとアウトドアがすご

い充実していますので、インドアでも、雨の日でも、冬であったり、あそこ行ったら楽しめそうだな

っていう施設づくりを、ぜひぜひお願いしたいと思います。これはほんとに、介護予防に繋がってい

くものだと思っています。ぜひよろしくお願いします。

（Ｈ委員）

この会に出席するために、資料を読まさせていただきましたが、それぞれの担当分野で目標達成

に向かって事業を推進していただければ、本当に理想の街づくりになろうかと思います。絵に描いた

餅にならないようによろしくお願いします。

また、各市町村においても総合戦略が計画され、今後邁進されていくところですが、せっかく結成

された推進委員の会議も、計画を立てるだけに終わらず、事業の見直しを兼ねて年に数回は協議を重

ねていければ素晴らしい地域になるのではないかと思っております。

私は、もんてこい丹生谷運営委員をしておりまして、毎月幹事会や運営委員会を開催して、町の人

口の減少を食い止めるために協議をしています。平成２７年度は、関西・関東ふるさと会の支援や、

東祖谷中学校の飛燕祭、大分県の豊後高田市にご招待をいただき、もんてこい劇団が「もんてきた息

子」のミュージカルを上演しました。そこで、フィナーレで地元の小中学生にも、もんてこいの歌を

一緒に舞台で歌ったりしていただき、子供たちの感想としては、自分たちの町にも共感できるところ

がたくさんあり、古里を思う気持ちや古里の宝物を守っていきたい、という感想も聞かれ、一旦都会

へ出ても古里へ帰ってきたいという、子供さんもたくさんおられました。
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那賀町の成人式のアンケートでも、６０人中、将来那賀町で住んでみたい２９名、住んでいる方が

既に１１人あり、町内在住希望者は３分の２というところで、思ったよりたくさんの方が那賀町で住

みたいと思われておりました。

この活動はもう７年目になりますが、実際にＩターン、Ｕターンしてきた方は、私が数えたところ

では２００人余りあります。今後も、ふるさと回帰に働きかけるため、ふるさとツアーや、今年の２

月には、Ｋさんにもお世話になったのですが同窓会ツアーなど、都会に出て行った人を呼び込み、帰

ってくるきっかけになればと思い、開催しました。実際、アンケートをしますと、月に数回、年に数

回帰ってきているという方が、たくさんありました。

都会に住む町出身者や、Ｉターン希望者に情報を今後も発信し、官民一体となり、住居や仕事の紹

介などで移住者の増加を図ることは、大きな課題です。今後は、那賀町の方にも、もんてこいの活動

をご理解いただくために、行事があるたびに住民が一丸となって「もんてこい」と言える町になるよ

う、意識啓発を図っていきたいと思っています。

２８年度は、全町民がもんてこいの趣旨をご理解いただき、那賀町祭、もんてこい祭を開催し、住

民を巻き込んで、町出身者にも参加してもらえるような行事を企画しております。

このままでは、町は消滅しかねない、危機感があるということを、全住民に持っていただくという

ことがとても大切なことだと思っています。

最後に、安心して暮らせる町になるためには、早急に台風や豪雨による浸水被害対策をよろしくお

願いいたします。

（Ｉ委員）

私から、２点ほど発言させていただきます。１点はＴＰＰ対応、そして「きゅうりタウン構想」

の推進についてです。

まず１点目は、ＴＰＰ対応についてでございます。皆さま御存じの通り、ＴＰＰについては、昨年

１０月には大筋合意がなされまして、そしてこの２月には各国閣僚による署名による、協定が確定す

ることになりました。ＴＰＰについては、県南の農業に大きな影響があると予想されています。

特に、主食作物である米の影響が、生産者にとって一番心配されるところであります。現在のとこ

ろ、輸入量に対する国産米を政府が備蓄米として買い入れるオペや、経営所得安定対策による、飼料

米の作付け推進などの制度により、影響は出ないと報道されているところでございます。生産者にと

りましては、常に不安をもっています。これら制度の維持について、国などへ働きかけを一緒にやっ

ていきたいと考えていますので、この点よろしくお願い申し上げます。

続きまして、２点目でございます。本日の資料の課題解決プラン６に位置づけられています「きゅ

うりタウン構想」でございます。この「きゅうりタウン構想」については、近年の地方創生の動きを

受け、海部郡の特産である促成きゅうりを核とし、移住就農による担い手確保や、生産・産地拡大を

目指し、地域活性化を図ることを目的としています。これまでの取組みといたしましては、県民局そ

して海部郡３町及びＪＡかいふで構成する、海部郡次世代園芸産地創生推進協議会を昨年の６月に立

ち上げさせていただきました。また、新規就農、きゅうりの生産者を育成する「海部きゅうり塾」を



- 10 -

開講し９人の新規就農者が学んでいます。さらに、きゅうりのスイーツの開発・発売もされており、

きゅうりのイメージアップに繋がっています。

現在の成果といたしましては「海部きゅうり塾」のうち、４名の方が今年新たに就農をいたしまし

て、きゅうり栽培に取り組んでいます。これらの取組みについて、多くのマスコミに取り上げられ、

大きな反響を呼ぶなど、順調に推移をしています。今後さらに、新規就農希望者を増やしていくため

には、海部きゅうりＰＲや、栽培技術指導、受入れハウスの整備、また移住環境の整備など、我々Ｊ

Ａかいふのみでは対応できない場合もございますので、今後とも県民局及び各町の皆さまの御支援を

お願いしたいと考えております。

最後となりましたが、ＪＡといたしましては、来年度はＴＰＰ発効や改正農協法の施行を控えた、

歴史的転換期となります。県民局及び市町村の担当者におかれましては、この南部圏域振興計画にも

あります「もうかる農林水産」の推進をしていただき、我々ＪＡは、もうかる農業の実現を最重要課

題として取組んでいますので、南部圏域における農業の振興を、今後ともよろしくお願い申し上げま

す。

（Ｊ委員）

資料４のプラン２９、一番最後のページになって、文化の２文字が出てくるんですけど、ここに書

かれているのは「伝統ある歴史・文化の継承」で、下の方には「埋もれている」「掘り起こす」と書

かれていて、本当に早く、埋もれているものがあれば掘り起こさないことには、おそらく伝承芸能と

いうのは、テレビの発達とともにだんだん下火になっていったと思うんですが、早く掘り起こさない

と無くなってしまわないかと心配しています。

最近、地域伝統芸能フェスティバルだったか、そこで祭事であるとか人形浄瑠璃とか、休んでいた

のが復活してきているので、とても期待しています。今日私がもってきましたピンク色の冊子ですけ

ども、毎年１月に夢ホールで、阿南市新野町の人形浄瑠璃座、中村園太夫座の公演の冊子です。毎年

足らなくて、今回、多めに刷ったところ 大雪が降ったため少し余ったので、お配りさせていただき

ました。皆さんよく御存じとは思うんですけど、阿波鳴とか読んでみると、本当に泣けてくるお芝居

だとよくよく分かってきたりします。３番目に入っているのが玉藻前、時代物です。時代物を演じら

れる人形座は、県内では勝浦座と中村園太夫座だけなんです。とても頑張って、だからこそ頑張って

るんですけど、お話しがなかなか入り組んでいて難しいので、それで不評を買ったりしているので、

今回、注釈を付けた冊子にしています。良かったらお読みいただければと思います。

阿南市には、もう一つ新野中学校民芸部が、人形浄瑠璃を演じているんですけど、中学校で終わ

ってしまって、高校から先に繋がっていかない。一部高校が人形座をやっていたこともあるんですが、

休部状態。やはり中学校までやっていても、その後忘れてしまって、中村園太夫座に繋がっていかな

いと、人形座の方も心配しています。なんとか高校で、もっと頑張っていかないかなあというのと、

それと人形とか道具とか、やっぱり用意するのは大変なので、ちょっと今お休みしている人形座があ

ったら、人形なり道具なりを、子供だちに、コーディネートできるようなシステムがないかなと考え

ています。
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ここまでが伝統芸能なんですけど、文化は、今も私たちがやっている文化がいろいろあります。夢

ホール市民協議会では、子供たちのために、小学校で音楽の出前授業や、子供のための音楽会という

のを続けてきました。出前授業に行った時に、もちろん夢ホールでも子供たちに無料の演奏会という

のも行っているんですけど、「なかなか連れて行ってもらえない子供もおるからねえ」と先生たちが

おっしゃっていました。

連れて行く、というのも大変だと思いますし、子供は無料でも大人は有料だったりするので大変な

のかなあと、考えたりしています。もう一つ、「子供のための音楽会」、実はこれ有料なんですね。

親子で聴いて欲しいんですが、やはり貧困の問題であるとか、大人たちが忙しいというのもあるかも

しれないんですけど、貧困で来れない、その子たちのためにも、何か出来ないかもしれないけども、

決して忘れてはいない、目を向けたい、気持ちは持っているからねと伝えたくて、そういう子供たち

が来れないかなと、今、検討を始めています。

福祉課の協力を得て、生活保護を受けている子供、家庭の、小学校３年生までの子供たちのいるお

宅に「子供のための音楽会」の招待状を渡して来ていただくようなことも考えているんですけど、実

現の可能性はあるんですけど、それだけで良かったのか、私たちの考えではなかなか思いつかなくて。

子供たちに直接音楽を届けるとか、芸術に触れる機会を持ってもらう、何か方策があれば教えていた

だきたいと思います。

脳科学者の茂木健一郎さんのお話しの中で、音楽を楽しんでいる時に活性化する脳内のニューロン

は、人間が生きるために必要な欲動を司る、生きたいという思いですね、同じ部分が働いているそう

です。頑張って生きて、認知症の方を応援しようとか、身体を動かして頑張って生きようとか、想い

の元になるのが、音楽が作り出すんだと言われています。それと、生の演奏を聴くことほど大切なこ

とはない、「生身の人間がここで演奏している」「頑張って演奏しているなあ」と思いながら聴くこ

とが大事だと言われています。生の音楽を、生の音楽だけではないですけど、生の芸術に触れる機会

というのを、ぜひぜひ子供たちに。

最近、大人たちが楽しめる芸術・文化事業が多いかなと思うんです。もちろん大人の方たちの癒や

しになったり、生きる力になることも大切なんですけど、児童権利宣言だったか、「私たち大人は子

供たちに次世代のため、っている最善のものを伝えなければならない義務がある」とあったと思いま

す。最善のものを伝える義務として、私たちの活動としては文化ですけども、伝えていきたいと思い

ます。

今回、もう一つチラシをお配りしたんですけど、ピンクの小さなチラシですが、一つは３月１２日

に行うホワイエの演奏会で、もう一つが４月２３日の３人の人が写っている写真、一番右端の山田沙

織さん、ヴィオラを抱えている女性ですが、この方が阿南市の那賀川町出身です。富岡西高校出てて、

中学生の頃から知っているんですけど、今は東京芸大、大学院生で、先日１月に神戸国際コンクール

弦楽器部門で最優秀賞並びに神戸市長賞を得た方です。阿南からも、徳島からも、こんな風に頑張っ

ている人たちが出てきたというのは、夢ホールができる頃にとにかくここで頑張った子なんですけど、

そういう文化的な環境があったからこそ、こういう風に生まれてきたのかなと思っています。子供た

ちに本当の文化を伝えていける活動を続けていきたいと思っていますので、先ほど言った「貧困の子
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供たちにも、音楽なり芸術なり触れる機会を持ってもらうための、こういうやり方があるよ」という

ような、教えていただければと思っています。

（Ｋ委員）

つい最近、千羽トレイルの１３ｋｍを走ってまいりました。素晴らしい大会なので、これからもぜ

ひ。７年前には７０人から始まって今は９００人と、素晴らしい大会ですね。今後とも、続けていた

だきたいと思います。

最近に、千葉の幕張で、ハラールのサミットがありまして熊谷副知事さんとお会いできまして、そ

の節は大変、ありがとうございました。今日、お見えになることが分かっていなかったのですけど、

急遽ですね、先ほど資料３枚配らせていただきました。この、鹿の害の現状を知っていただきたかっ

た訳です。那賀町は２４年から２７年の１０月までで、５、６３６頭を捕獲されております。そして

私が今、施設長で頑張っております鹿肉の加工所、５年前にできました。徳島県では第１号店でござ

います。おとついまでで、５４８頭を、合計、やらせていただきました。ということで、この資料の

１枚に書いてあります、日本ジビエサミットなどを、ぜひ徳島県で開いていただきたけないでしょう

か、ということで、ご検討をいただきたいと思います。

通告をしておりました、２件でございます。

限界集落に住む私にとって、一番大切なのは道路でした。県庁に行くのに一番近いのは、いつも思

っておりましたが、１９３号線、神山周りでございます。６０ｋｍ少しです。阿南市を周りますと、

８２ｋｍあります。できればその国道１９３号線、ついこの前、知事さんのところへお寄りさせてい

ただきまして、交互に通行できる、”私が来てますよう”という信号機を付けていただけるようにな

りました。ありがとうございました。甘えたことばかり言いますけども、改良の方も、お願いできれ

ばと思います。

それと県道１６号線。県議会の方でも今、質問が出ておると思いますけど、私にとっても、１６号

線は、入り口にあたるんですね。自宅のすぐそばから１６号線が入っております。その道も、トンネ

ルなんか、ぜひ検討の課題として、トンネルを新しく。検討していただければなあと思います。あま

り大きなのは要りませんので、これだけはひとつよろしくお願いをいたしたいと思います。

（Ｌ委員）

３点言わせていただきます。

今、家に子供が、１歳児と４歳児の子供がいるんですけども、まだまだ１人で遊べる状況ではない

ので、一緒に遊んでいるんですけど、農業、仕事柄、雨の日は、農業は一緒に遊べないので、そこら

辺で遊んでき、と目に見えるところで遊んでもらっているんですけど、雨の日になると、不意に、そ

れじゃあ午後から休みにしようか、という日になったりするんですけども、じゃあ遊びに行こうかと

思っても、移動、遊びに行く場所にしても、徳島まで２時間かかってしまうので。高知までも２時間

がかかるし。ここ阿南でも１時間半かかってしまうので、どうにか家の近くに、移動して１０分とか、

最大でも３０分くらいのところに、雨の日でも遊べるところがあれば、子供たちも身体を動かして、
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しっかり走り回れるところがあればいいなと思い、言わせていただきました。

二つ目は、ファミリーサポートというシステム。サポート体制があって、子供を見ますよという体

制があるんですけども、平日７００円で、休日だと１時間８００円と、かなり高い料金設定になって

いるので。普通のパートとかしていても、時給７００円ぐらいで働いていたら、急遽パートに行って

たとしても、子供を預けて自分は働いているというのにプラスマイナスゼロ、またはマイナスになる

んじゃないか、という感じなので、何がサポートなのか、本当に緊急の時に、マイナスでもどうして

も預けるという状態でしか使えないような料金設定になっているという気がするので、もうちょっと

料金の方を考えていただければと思います。

あと、私は大阪からきたのですけれども、やっぱり旦那さんが海陽町に住んでいたので嫁いできた

んですけど、友達もいない状態で、ポンと入りまして、そして初産で育児となると。やっぱり子供が

保育園に行き出すと、ちょっとずつ顔見知りも増えてきて、心にゆとりも出てきたんですけど、子供

が１歳までは保育園も行かなかったので、すごくやっぱり。そして過疎化ということで、周りにお年

寄りとかしかいなくて、寂しい思いもしたので、都会からどんどん人が来て欲しいと考えるなら、集

合住宅をここに造りますよというのを提案してみて。やっぱり、家の向かい側の人もこの前出産した

んだなあとか、そんな環境があれば、寂しい思いをする人が少なくてすむんじゃないかなと考えまし

て、言わせていただきました。

（Ｍ委員）

まず、昨年の１２月２０日には、指折り数えて待っておりました、念願の阿南小松島黒河バイパス

が開通し、ありがとうございました。 ここに来ましたら、Ｋさんが「良かったね」と言ってくれた

ので、何かなと思ったら、やっぱり那賀町から徳島にぬけていくのに非常に便利ということで、私の

顔を見るなり「良かったな」と言っていただけました。ありがとうございました。地域住民も念願と

いうことでして、開通式の日にはとても元気をいただきまして、ありがとうございました。

那賀町の方はもちろんのこと、あの道は大塚の鷲敷工場の社員さんも非常によく通勤に使用をして

おりまして、引き続き黒河バイパスがもっと価値が上がるよう、旧の樫野石灰から新しく付けていた

だいた橋までの間がとても狭くて危険です。本当に危険です。車の通行量も多いのに。やはり鷲敷と

か那賀町に行くのには、那賀川に沿って行くのが最短距離と思いますので、鷲敷に行きたい人、最短

距離を通りたいんですけど、道が狭い故に、桑野の方を回って鷲敷に行っている方たくさんおいでま

すので、引き続き、この間造っていただいた”夢の橋”がもっと立派なものになりますよう、ますま

すよろしくお願いいたします。地域の方も、土地の件は全面的に協力すると一言伝言を頼まれました

ので、今日は知事さんおいでておりませんが、副知事さまどうかよろしくお願いいたします。

それと、先ほども言いましたけど、徳島から那賀町へのアクセスは、既に造ってくれております櫛

渕バイパスと沼江バイパスを通って、黒河バイパスを通ると一番近いので、その間の道も、持井とか

広がるともっといいと思います。これは徳島の県南の発展にも、経済の発展にも繋がろうと思います。

持井の橋を降りたところ、あの街道は日亜の社員さんがすごく通っていて、大渋滞が起こっている

中、橋を降りたところ工夫して。警察の方が、今日、副署長さまがおいでですけども、工夫してくれ
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ているんです。あそこは、改善されたと思うんですが、持井の橋を降りて左曲がって、信号ですね、

信号を付けていただきました、櫛渕に行く方と勝浦に行く方と、付けていただいて、ありがたいんで

すが、また問題が起こっているんです。

あの信号を右に降りる、櫛渕に折れる車が一台止まりますと、徳島に行く人はまっすぐ進めないん

ですね、信号が短いので。あそこまで大渋滞が起こって、持井の橋を降りたところから渋滞が起こっ

ております。朝は日亜化学に来る車が、本当に本当に多いんです。汽車に乗り遅れた学生とか、小松

島高校に行っているお母さんとかは、学校まで再々送っていかないかんというぐらい、渋滞が起こっ

ているということなので。信号は警察の方の担当ということですので、この場を借りてお願いいたし

ます。

それともう１点ですが、やはり洪水の件です。昨年の鬼怒川の洪水の堤防の決壊はとても衝撃で、

特に昨年と一昨年は加茂谷地区、大きな浸水被害に遭ったので、日々不安を感じております。那賀川

では、上流の長安口ダムの改造による洪水調整の能力や、治水面でのハードの対策を進めていただい

ていると、この前の説明会で聞きました。中流地域では、無堤防地区であった深瀬地区にこの春、堤

防を造っていただいてありがとうございます。加茂地区や那賀町の和喰地区では、今年から堤防の工

事に入っていただいて、５年くらい後には新しく堤防が完成すると聞いております。これも、ありが

とうございます。長い間無堤防地区であった深瀬地区と加茂地区の堤防にも目途がついて、みんなあ

りがたく思っております。この那賀川の堤防工事は、昭和の初め頃に下流からだんだんと来て、加茂

・吉井まで、４０年代に楠根地区まで完成したと聞いているのですが、私の住んでいる吉井地区です

ね、非常に土手が古いということで台風が来るたび、水漏れがしているということで、ちょっと雨が

降ると”避難してください”と言われます。今日お願いするのは、加茂と深瀬の土手ができることは

とても嬉しいのですが、吉井小学校がある辺りの土手が古いので、洪水時のシミュレーションや、点

検に基づく危険性とかを住民にも説明をしていただいて、注視していただいたら、ちょっと安心感が

得られるように思いますので、これもお願いしたいと思います。

山添いの土砂災害については、そういう周知をしていただいているので、山沿いの方は安心してい

るということなので、土手についてもお願いしたいと思います。

（交通戦略課）

ＤＭＶなんですけども、デュアル・モード・ビークルといいまして、線路と道路を切れ目無く走れ

る車両となっております。このＤＭＶに関しまして、最近報道各社の注目をいただきまして、つい先

日も朝日小学生新聞、子供向けの新聞に、一面に取り上げていただきまして、この新聞が全国で１１

万部くらい発行されているということなんですけども、全国の多くの子供たちに、ＤＭＶのことを、

わくわく思いながら、読んでいただいたのかなと思っております。

その夢の乗り物、ＤＭＶをですね、県としましては地方創生の起爆剤、県南観光の起爆剤と捉えま

して、１日も早い阿佐海岸鉄道への導入を目指して取り組んでいるところです。

で、その状況なんですけど、昨年の１０月３０日に国土交通省のＤＭＶ技術評価委員会、こちらの

方で中間取りまとめという形で出てまして。その導入の前提条件といたしまして、まず「専用線区」、
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これはＤＭＶ専用の線路ということで。次に「単車運行」、これは１台で走りなさい、２台３台連結

するのはいけませんということで。さらに「行き違い無し」、つまり単線ですね、複線で行き違いを

するのはいけませんということです。これらの条件はありますが、技術的な問題はなし、ということ

で実用化は可能という方針が示されております。

で、今の条件は、阿佐海岸鉄道では当てはまり、阿佐海岸鉄道への導入は可能であると受け取りま

して、導入の推進をしているところであります。

阿佐海岸鉄道でどのように実用化していくか、というところなんですけど、実はこのＤＭＶという

車両は、ＪＲ北海道が、ＪＲ北海道管区の中で導入を目指して開発してきたところなんですけども、

ご承知のとおり、ＪＲ北海道さんが中断しているところでありまして、徳島県がフロントランナーに

なっております。導入が実現すれば、世界初の導入というになりまして、世界のフロントランナーに

立っている状況でございます。

ただ、フロントランナーならではの、切り開いていかなければならないことがございまして、そこ

を今後、調整して進めてまいりたいと考えております。

その調整をどういった形でしていくかというところなんですが、阿佐東線ＤＭＶ導入協議会の設立

を考えております。ＤＭＶは、いろんな企業・自治体の関係の中で導入を進めて行かなくてはなりま

せん。まず主体となる阿佐海岸鉄道、鉄道車両や鉄道の設備の関連の企業、沿線の自治体さん。そう

いった複数の者による導入を進めていかなくてはなりません。そういった関係者の構成による協議会

を設立いたしまして、協議事項といたしましては、今後の整備スケジュールや維持管理体制の構築、

こういったものについて協議を行い進めていきたいと考えております。現時点では、協議会を１日で

も早く立ち上げるべく調整しているところです。

あと予算の面なんですけど、平成２８年度の予算として要求しておりますところなんですが、額に

して１，３２０万円、当初予算に要求しております。内容は、車両がこれまでに無い新しいタイプの

車両ですので、導入にあたっては、既存の鉄道事業の事業計画とか、鉄道施設の変更作業とかが必要

となっておりまして、そういった変更の手続き。併せて、駅舎、道路と鉄道を行き来するための設備

の変更であるとか、駅舎改築の詳細設計、こういったものにかかる予算を要求しておるところです。

そういったことで、１日でも早い導入を目指しておりますので、今後ともよろしくお願いします。

（県土整備部長）

Ｂ委員さんから、四国横断自動車道に繋がる阿南・安芸自動車道、中でも海部道路ということで、

御意見をいただきました。海部道路につきましては、地域高規格道路、阿南・安芸自動車道というこ

とで、非常に規格の高い道路の計画でして、国土交通省さんが事業の主体となる道路事業です。

阿南・安芸自動車道につきましては、桑野道路、福井道路、日和佐道路、そして海部道路という形

で順次道路名がついておりますけれども、特に海部道路につきましては、南海トラフの巨大地震が起

こると地域が孤立するということで、特に津波を回避するような区間からでも事業に入ってもらいた

い、ということで県からも強く要望させていただいておりましたところ、平成２５年には牟岐町から

おとなり高知県の野根までの間、ここが計画段階評価の対象区間に位置づけられまして、平成２７年
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４月にその評価の手続きを終えたという状況です。それでＢ委員さんが言われましたとおり、地域の

方々の非常な熱意をもって要望されているということで、毎年のように、去年も１１月にフォーラム

を開催して、その声を先月、１月に届けていただいた。先ほどのお話では、３月にもそういった声を

届けていただけるということで、非常に心強く思っておるところでございます。できるだけ早く、事

業着手できるように、県に協力できることにつきましては積極的に取組みさせていただきたいと思い

ます。

道路の関係で、他にもいくつかお話しいただきました。

Ｃ委員さんから、ラウンドアバウトという交差点についてお話しいただきましたけれども、ラウン

ドアバウトといいますのは、信号の無い、環状の交差点でして、欧米等でよく見られる形式です。国

内でも、かつては駅前ロータリーという形で、よく似た形式の交差点がございましたけども、交差点

の中央に大きな島がありまして、交差点に入ってくる車は、全て左折して交差点に入って、ぐるっと

時計回りに回って、また左折して出て行くということで、そういう風な形式の交差点です。このラウ

ンドアバウトという形式につきましては、信号が無いぶん、非常にスムーズに交通が処理できるとい

うことで、赤信号で止まることが無いという利点があります。また、交差点の手前でほとんど全ての

車が大きくスピードを落とすということで、重大な交通事故が減るというメリットがあると言われて

おります。

一方、交通量が多くなりますと、そういった形式ではやはり交通が処理出来なくなる、要は交差点

に入れなくなって渋滞が起こるということが想定されることや、自転車や歩行者にとって危ない場合

も出てくる可能性もある。既存の交差点にそういった形式を採用しようとした時には、隅切りの部分

で新たな用地取得が必要になる、そういったことも想定されるということで、具体的な導入箇所につ

いては、具体に現地を調査いたしまして、そういった形式が採択が可能かどうか判断する必要がある

と思います。ただ、このラウンドアバウトという形式は今非常に話題となっておりまして、国自体も

制度の導入に向けまして、制度化であったり検証という形で進められておりますので、県におきまし

ても、動向を注視してまいりたいと考えております。

Ｋ委員から、１９３号の改良、また県道１６号線、これは徳島上那賀線という道路になりますけど、

その改良をということで御意見いただいております。１９３号につきましては、ご承知のとおり、高

松から海部の方に抜けていく国道ということで、特に木沢と神山地区を結ぶ区間というのは未改良の

ままで残されているという状況ということで、委員からは毎年のように強く改良等の御要望をいただ

いているところです。これまでも待避所の設置、さきほど委員が言われましたように対向車接近表示

システムということで、交通が出来るだけスムーズになるよう設置もさせていただいているところで

す。もちろん、災害時における緊急輸送道路となる重要な道路ということで認識しておりますので、

引き続き検討させていただきたいと思っております。

もう１点、八重地のトンネルのことで。県道の１６号線といいますのは、上勝と木沢を結ぶ県道と

いうことで峠の部分には、今も八重地トンネルというのがあるんですが、それをもう少し長く、低く

というような御要望かと思います。ご承知のとおり、トンネルというのは非常に莫大な工事費がかか

ってくるということもございます。果たしてどれだけの、投入できる事業費に対しての効果があるの
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か。あるいはネットワーク上どうなのか。優先度とか、いろんな話があろうかと思いますので、委員

の貴重な御意見を参考にさせていただいて、今後の課題という形で考えさせていただいたらいいかな

と思っております。

Ｍ委員さんから黒河バイパス、年末１２月２０日に、非常に地元の御協力もいただきまして、盛大

に開通式が出来ましたことをお礼申し上げます。黒河バイパスとその手前の樫野の辺りの話ですけど

も、本当に大塚の通勤車が多いのと、いろんな工事での車両も通っているという中で、非常に地域の

皆さんから、早く改良をと、いつも言われているところでございます。地域の総代会からも、待避所

でもいいから、あるいはちょっと曲がりにくいところをちょっと広げてくれとか、お話しをいただい

ておりますので、順次検討してまいりたいと考えております。

それと阿南小松島線の持井橋の区間ですけども、この区間につきましては既に事業中ということで、

鋭意用地取得の交渉をさせていただいているところですので、また昨年度もそうであったんですが、

用地が買収出来たところから、工事にかかっているという状態でありますので、引き続き用地の取得

を進めてまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。

（とくしま文化振興課）

特に、貧困の子供たちを含めて、音楽に触れる機会をという御発言がございました。

徳島県におきましては、一つは小中高校生を対象にした入門コンサートというのを入場料無料で開

催しております。残念ながら、会場が徳島市ですが。そういう形で開いて、招待状を送りまして、来

てくださいと話ししております。

それだけでは、聴くだけということになりますので、どうしても体験のうえではスルー、上辺だけ

のものになってしまいますので、もう一つは市町村と連携しまして、オールザ市町巡回公演という形

で、各市町回っております。例えば、去年でしたら美波町さん、大変お世話になっています。演奏会

を開催しまして、ここでは中央のプロの奏者を集めました「とくしま記念オーケストラ」というのが

ございまして、プロのオーケストラと地元小中学校の合唱団を編成しまして、合同でコンサートをと

いう形で去年開催しました。

このような演奏会に関しましては、去年美波町でございましたが、南部圏域ですと、その前には那

賀町に行ったと思います。こういった形で各市町村に、子供とオーケストラが一緒に演奏、そしてそ

こに自分たちが一緒に参加する喜び、この二つを味わっていただくという形で、地道ではございます

が、取組みを続けている状況です。あと、音楽以外の文化団体に関しましては、先ほど補足であった

と思いますが、それ以外に関しましても、各文化団体が次世代育成、継承という形でいろんな取組み

を進めております。徳島県の方では、各種、県の方の助成もございますし、あるいはメセナの助成、

いろんな助成の情報がございますので、こういう風な助成の情報を積極的に文化芸術団体にお出しし

まして、出来るだけ文化芸術が次世代、少しでも継承していけるように、取組みを進めているところ

でございます。

今後とも、御協力をいただけますよう、引き続きよろしくお願いいたします。
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（阿南市長）

様々な御意見を拝聴させていただきましたが、私は阿南高専のＤさんのおっしゃるとおりで、この

人口減少というのは極めて深刻であります。これは全国、徳島県だけでなく、地方は。国勢調査の速

報値でも阿南市では、７万３千人くらいで、３．９％。鳴門も３．９％。二桁台のところもあるんで

すけども。分かりやすく言えば、５年間で、私はいつもこう言っているんですけど、この５年間で、

海部郡の方には失礼ですけども、海部郡と勝浦郡、上勝・勝浦合わせた、海部郡と勝浦郡が無くなっ

たんだ、それが徳島県なんだと。そんだけの人口が減っている、２万６千人。

そういう風に考えると、これは極めて深刻なんですよね、人口減というのは。私は、今、いろんな

お話しが出たのは、人口があっての話だと思うんです。いろんなインフラ整備も、人口が有っての話

だと思います。人口を、これ以上少なくしないようにしていかなくてはいけない。

ほな、なにがあるんな、と言われると困るんですけども、阿南市もいろいろ子育て政策も思い切っ

た事をやっていますけども、なかなか定着しません。増えません。そして日亜化学等、企業があって

もなかなか難しい。移住と言っても、そんな簡単にはいきません。Ｅさん、今いいことを言ってくれ

ました。長野からこっちに来てね。阿南市も日本電工っていうのが、昔、今は新日本電工。あれは北

海道の栗山町から来ましてね、北海道の。百何十人来ているんです。北海道から阿南に来たらね、「と

にかく雪下ろしをせんでいいだけで幸せだ」「雪を見ないだけで幸せだ」と。私ら、雪見たら嬉しい

でしょ。阿南市に北海道出身の方、いっぱいおいでます。よっぽどこっちが住みやすいと言います。

今度、阿南と那賀と美波が定住自立圏を結んでて、この３月に牟岐と海陽町も同じ定住自立圏に、

この三月議会で承認を得て、なる訳なんです。これでもう、私はやっと、本当に県南が一つになった

なあと。合併はしませんよ。合併はしないけども、本当の家族になったなあと、思っておるんです。

１０万２千人おるんですよ。阿南と那賀と海部郡で１０万２千人。ただしですね、県境越えまして、

高知県の安芸まで、私はいつも阿南・安芸・室戸と行きよるんですけど、芸西村までいれましたら、

四国の東部は９市町村あるんです。安芸なんかは１万８千人しかおらんです。室戸は１万３千人です

よ。高知県東部で４万８千人。両方で１５万人なんです。県南と高知の東部で。私はこの１５万人を、

一つのね、合併せんけど一つのもんとして考えて、全ての施策をやっていこうやないか。四国の東南

部ということで。県境越えて。同じような悩みを抱えています。ですからそれを逆手にとって。県西

は県西でやればいいと思います。県西、池田なんか、三好なんかは４つの境がありますから有利です

よね、香川も愛媛も高知ともいける。うちは高知としか出来ませんから。

だからぜひですね、南部総合県民局に高知の東部と一緒にですね、同じような考えで、同じような

宣伝で、同じような地域で、やっていこうやないか、ということをですね、私はやるべきではないか

と。もうそうしないと、とても人口減少にストップはかかりません。高速道路、難しいです。

日本の国で、鉄道も高速道路も無い、ダブルミッシングリンクは、四国の東南部なんです。私は国

交省に行っていつも言っている。宿毛の方は内陸に鉄道通っているんです。鉄道も高速道路も無い、

ダブルミッシングリンクはここなんですよ、と。紀伊半島は高速道路、未だ出来ておりませんですけ

ど。鉄道は通っているんですよ。鉄道も道路も通っていない、せめて道路だけでも、通してくれと。

そして、道路局長や河川局長のところに「”あななん”のぬいぐるみ」を置いて、四国地方整備局
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の局長のところにも、「”あななん”のぬいぐるみ」を置いてですね、陳情書もストック効果と言い

まして、高速道路を付けたらこういう風に地域が良くなるんです、というような、そういう陳情をや

っているんです。付けてくれ、付けてくれ言うだけでは駄目なんです。こういう風に変わりますよと。

医療の分野でもなんでもいいんです。もうそういう時代ですから。道路局長はかなり辛辣な事を言い

ます、彼は。しかし、その人物を納得させるのは、こうなるんだ、こういうストック効果があるんだ

、とね。以前、国交省のある道路局長は、徳島県は陳情に来るのが少ないって言いましてね、ケンカ

になったんですよ。東北地方は新幹線がついて、高速道路がついて、なんぼでも陳情に来れる。徳島

からだったら飛行機で、飛行機代をようけ遣って、そして頼みに来ないといけないんですよ、便利に

なればなるほど頼みに来れるじゃないですか、私らが頻繁に頼みに来れるよう道路をつけてくれと、

そう言ってケンカになったんですよ。

そういうことを中央の人は知りません。田舎に道を付けてなんぼのもんだと。そんなものを変えて

いくためには、もうこれ以上人口を減らさない、私たちの生活を守っていく、必死の思いでね、やら

な。生半可なことでは、駄目だと思います。

たいへん私、きついことを言いましたけども、そのぐらい腹を据えて取り組まないと、あかんとい

うことを、ぜひ理解してもらいたいと思います。

（那賀町長）

私の方からは、Ｈさん、Ｋさんから御指摘いただいた分も含めてでございますが、総体的に申し上

げまして、今阿南市長さんがおっしゃられた通りなんですけど、やはり那賀町、それぞれも含めてで

すが、それぞれの自治体、総合戦略を策定しております。この元といいますか、根本的なのは人口減

少を抑制しようというのが、一番なんです。

ただ、やはり簡単には、なかなか人口を増やす事はできんし、抑制すると言っても、那賀町も本当

に２日に１回亡くなる方がおいでる。５０人、もんてこいの運営委員会の方に、連れ戻していただい

ても、１５０人の方が亡くなっている。そういう中ですからね、本当に人口の抑制、減少するのを押

さえるというのは非常に、課題は多いと思っております。しかし、その総合戦略の中で２０４０年、

３，３２０人になるといわれておるんですが、５千人の維持をしていくと、目標数値を掲げておりま

す。

そして、なんと言っても今後において、その目標達成に向けての、どういった形をつくっていくの

か、どういう施策をやっていくのか、という事が非常に重要になってきますので、この見直し等につ

いてもそうですが、今後５年間、まあもう４年間無いんですけど、その中でどういった事業を行って

いくか、どういう施策をやっていくかというのが、非常に重要になってこようかと思います。

そうした中で、那賀町の浸水対策、これは非常に重要になってきます。那賀町で定住してください、

来て下さいと言っても「那賀町って水に浸かるでないか、そんなところに行ける訳ないだろう」とい

うことになっては、なかなか人口の減少を抑える事は出来ないと思います。

それからもう一つ、阿南市長が言われた高速道路なんですよ。やはり早急に阿南市、日亜まで、き

ていただきたい。それによって、大塚製薬さんも規模を拡大していただけるという計画を進めていた
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だいております。県定住自立圏構想と、今後の県南のこれからの将来というのは、そういう部分にか

かっていると、我々は認識しておりますし、阿南市さんともども高速道路の県南への早期の開設と整

備については、共に国の方にもお願いを、同行させていただいているというのが現状です。

やはりそういったことで、今後において、早急な浸水対策を、この工事を県の方に進めていただく

とともに、県事業でやれないところは那賀町でやっていくということにしております。そうしないと、

一番この事業で、町外に出られる可能性が推定されるのが、マンション・アパート、賃貸におられる

方なんですよ。この方が工事にかかると、移転対象になる賃貸住宅に住まわれている方は、早急な対

応をしないと「ほんなもん阿南で住宅借りる方がマシ」ということになれば、全部、市部へ出て行き

ます。

そういったことで、せっかく「もんてこい」の運営委員会でもいろいろ活動していただいても、そ

の倍以上の方が町外に出られたんでは困る、ということで早急な対応を進めている、いま計画を作っ

ております。是非とも、運営委員の皆さん方にも、色々な面で那賀町のＰＲをしていただきたいと思

いますし、今回の、ドローンの映画、これに基づいて、今までにない、那賀町の素晴らしいところを

全国に発信出来るような、映画にしていただきたいということで、那賀町、特に宣伝が下手くそなと

言われますので、この際に素晴らしい那賀町の、多くの、ドローンの映画作品によって。またドロー

ンのいろいろな運用の仕方によって、宣伝を広げて行きたいと思っています。

そういったことで、是非とも、いろいろご苦労があろうかと思いますが、今後とも御尽力賜ります

ようお願いしたいと思います。

それからＫ委員さんの、国道の改良については、この１９３号は是非とも。我々も、ずっと望んで

いることですので。今後においては、県の方にもある程度、一定区間を設定していただいて、計画的

に改良を進めていただきたいと。これからも要望してまいりたいと思います。是非ともお力添え賜り

ますようお願いしたいと思います。

（牟岐町長）

みなさんおっしゃる事は皆似ているかも分からんですけど、今、各市町村の最大の懸案事項といっ

たら地方創生ということだと思います。Ｄ委員が言われたようにですね、牟岐町は毎年２％前後、人

口が減少しておりますので、５年間で１０％超えて減っていると思います。

人を増やすためには、仕事とおっしゃいましたけども、どちらが鶏が卵かわからなくてですね、人

がおれば仕事が生まれる、仕事があれば人が来る、ということなんだと思うんですね。現実的に、今

仕事がありません。だから、人が来ないんですけども、ただ一つの方法としまして、交流人口を増や

す。交流人口を増やすことによって、仕事を生み出すというのが一番いいのではないかと思っており

ます。それと、そちらのＥ委員、お隣においでますけども、Ｅ委員さんが、しきりにやっておられる

ように、空き家を如何に有効活用するか、これも一つの大きな解決策だと思っております。

今現在、牟岐町でですね、地方創生戦略、計画をつくっておるんです、途中なんですけども。二つ

の大きな柱でやろうとしておりまして、一つは若い人たちの人づくりですね、それともう一つが「健

康」をテーマとした街づくりということで、進めております。
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どちらも、最終的には産業の育成とか、それから交流人口の増加を目指しているんですけど、特に

「健康」については、先ほどＢさんも言われておりましたように、海部病院をいかに健康的な施設と

して活用するかということに腐心、いま苦労しているところでございます。県の施設であるので、勝

手に考えて使うというのはおかしいんですけども、牟岐町の中心的な位置にありますので、いかに最

大限活用するかということで、徳島県の皆さまにも御相談させていただいているんですけども。

皆さん新聞紙上でご覧になったと思うんですけど、役場が、耐震上ちょっと問題があるということ

で、どこかに移転しなければならないんですけど、あの地域全域が浸水区域に入っているんですね。

那賀町さんなんかよく似ているのかもわからんですけど、那賀町は崖が崩れて安全な場所が少ない、

牟岐町の場合は津波が来て安全な場所が少ないんですね。先ほど、那賀町長さんおっしゃっておりま

したけども、那賀町は、河川が氾濫するような所に来てくれんかわからん、とおっしゃっておりまし

たが、牟岐町は、ほとんど津波がきて、来てくれんか分からんということになるんですけど、案外、

若い人、そこら無頓着な方が結構おいでて、体力に自信があるのかわからんですけども、まあ逃げら

れるだろうとみていただけるだろうと、甘く見ております。

ですから、いかに魅力的な施設を発掘するかということが大事だと考えております。今、ここにチ

ラシだしてくれてありますけど、出羽島アート展やります。出羽島の重要伝統的建造物群の選定を目

指してもやっておりまして、これが宣伝になると、県南の観光スポットの一つになるのかなと期待し

ております。

阿南市長さんおいでておりますけども、阿南市長さんが阿南から安芸までの観光圏をつくって、皆

でやっていこうという風におっしゃっていただいております。やっぱり一市町村だけでは、あまりい

い所が無いんですよね。それと宿泊場所が、例えば牟岐町ですと民宿しかありません。ですから、お

互いが弱い所を補完し合いながら、やっていけたらなと思っておるところでございます。

地方創生にあたりましては、徳島県さんをはじめ、牟岐町は力が要るところ、みんな力を貸してい

ただいてやっていただいておりますので、委員の皆さま、なんでもお教えていただいて、いきたいと

思います。どうかよろしくお願いいたします。

（美波町長）

ほとんど言っていただいたようなところがございますけども、Ｋ委員さんには、美波町で行われま

したトレイルラン、地下足袋王子として参加していただいてありがとうございました。

美波町から、委員として出席されておりますＥさんとＦさんから御意見いただいた件について、若

干お話しをして、私の発言にさせていただきたいと思います。

Ｅさんの場合は、住民の意識を変えていかなければ駄目なんじゃないかと、特に空き家対策という

ことで、美波町については本当に空き家対策、Ｅさんにコーディネーターとして頑張っていたいだい

ておりまして、移住も交流も徐々に進んできているところでございますけども、空き家はたくさんあ

るのに、なかなか貸していただける空き家が少ない、というのが現状でして、引き続き、先ほどお話

しがありましたように、一つの町でなく、県南全体が、というところは、先ほどお話しありました、

一つの塊で、頑張っていきたいなと思っております。
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次に、Ｆ委員さんからお話しありました件でございますけども、Ｆ委員さんには西の地防災きづな

会の会長さん、ばかりでなく町の自主防災連合会の会長さんとして、本当に美波町の防災力向上に日

々御尽力をいただいておりますことを、この場をお借りいたしまして、お礼申し上げたいと思います。

先ほどお話しがありました、事前復興の街づくりの中で、特に由岐地区につきましては、人が住んで

いる住居につきまして、南海トラフの想定では、９７％が浸水区域という非常に厳しい地域でござい

ます。そんなこともあって、高台へ事前に、復興計画を立てるにはどうすればいいか、ということで、

震災前過疎っていうような言葉もありますけども、それをどないかしたいという思いが、自主防災会

の方から出て来まして、徳島大学さんと徳島県の建築士会、そして美波町も含めた四者で昨年、コン

ペ方式というようなことで、住宅と住宅地の計画を出ささせていただいて、その内容はというと、避

難場所プラス１５戸程度の住居、そして地域のコミュニティがつくれる、というような事で、震災前

過疎を無くすようなプランを提案してください、ということで提案をしていただきました。優良作品

につきましては、現在、由岐駅にある「ぽっぽマリン」で展示をしているところでございますけれど

も、こういった活動の中に、地域の方々が、防災について、非常に、考え方であったり、意識が高く

なっている、というのを実感しております。

会長が、一番、冒頭言われたように、東日本から５年経ち、っていうようなことで、本当に時間と

ともに人々の防災に対する記憶であったり、それから、悲惨さであったりというのも、徐々に消えて

いくと言いますが、関心が薄くなっているところがございます。そういった事を、ならないように、

教訓を忘れないように、っていうことで、私たちも今後ともやっていきたいと思っております。今回

の計画については、非常にたくさんの事業費もかかるものと思われますけども、予定地の田んぼにつ

きましては、例えば建設残土を入れて高くするでありますとか、それから、ある程度計画ができます

と、民間のデベロッパーに入っていただけるとか、もしくは分譲して住宅を建てていただけるかどう

かでありますとか、いろんな事を検討しながら、共にやっていきたいと思っておりますので、今後と

も御指導と御支援、よろしくお願い申し上げまして、発言とさせていただきたいと思います。

（副知事）

今日は皆さまには長時間にわたりまして、たいへん貴重な御意見をいただきまして、ありがとうご

ざいます。

実は徳島県、昨年ですね、全国に先駆けまして、これから徳島県を大きく変えていこうという計画

を３つ作りました。一つは３月に、国土強靱化の徳島地域計画でございます。この中には、いろいろ

減災防災対策もありますし、災害医療対策、それからＦＣＰ。ＢＣＰにならって、ファミリー継続計

画、これも含めた地域計画、地域ＢＣＰの考え方も入れております。それから構造物など、長寿命化

するための、ライフサイクルコストをどうかけていくか。そんなのも入れさせているところでござい

ます。これが、一つの計画でございます。

そしてもう一つは、７月にですね、これも全国に先駆けてですが、地方創生総合戦略になります、

「ＶＳ東京『とくしま回帰』総合戦略」というものを策定させていただきました。もちろんこの中に

は、様々な各地域における課題を解決していくこともありますが、人を如何に呼び寄せるか、仕事を



- 23 -

どうつくっていくのか。その中で徳島版ＣＣＲＣのような問題の提起もさせていただいておるところ

でございます。

三つ目が、昨年の１２月に策定いたしましたＴＰＰの緊急対策基本方針であります。これは１０月

の５日に、大筋合意した後に、直ちに「攻め」「守り」両面から、ＴＰＰに対する対策をどうしてい

くのか、ということをつくさらせていただいたところでございます。

この３つの計画は、本当に徳島を大きく変えていくものと思っております。そういう観点から、こ

の平成２８年度当初予算につきましては、４，８５１億円の予算を計上させていただいて、今、議会

の方で御審議をいただいているところでございます。

全体的な流れとしては、そういうことで進めさせていただいておりますが、個々に、皆様方から御

意見いただいた中で、道路の問題と、それから何点か、ＤＭＶの話とか、それから回答させていただ

いてますが、それ以外で少し、私の方から、意見を申し上げたいと思います。

まず、Ａ委員さんからの御意見であります、そのオレンジですね、私も持っておるのですが、今日

は持参しておりませんが、県の職員もかなり受けておりまして、これを受けることで、認知症に対す

る、非常に大きな理解が、出来ますし、サポートにもなっていくんだろうと思います。そういう中で、

オレンジリングと教育現場。高齢者と認知症というのは切っても離せないし、高齢者が消費者問題で、

いろいろトラブルに巻き込まれることもあるので、この辺り、上手にやっていったらどうかというお

話もありました。それは当然そのような話でありますし、先ほど、これはＧさんの方からありました

が、スポーツも一緒にやっていったらどうか。正に一石二鳥、三鳥のような取組みをですね、オレン

ジリングを持った認知症サポーターと同時に、スポーツのサポーターであったり、高齢者の消費者問

題のサポートにもなり得るんではないか。それは非常にいい話だなあと思って、聞かせていただきま

した。

ＤＭＶは、先ほど担当から申し上げましたけども、まさに北海道がですね、ＪＲ北海道が函館まで

新幹線が来るということで有頂天になってまして、このＤＭＶのやつは放棄してしまったということ

で、技術的には９割方出来ておる訳であって、短い線路であったり、担当から申し上げましたような

事があれば、徳島でも実現が可能であります。これは非常に観光の面でも、地域の足としても、非常

に重要なものでありますので、是非ともこれは実現して参りたいと思っています。

それからＢさんの方から医療問題でたくさんいただきました。特に、長期療養の病床の問題であり

ました。海部病院の話もございまして、海部病院、今、牟岐町長さんからお話ありましたように、跡

地をどうするのか、町の方からもいろんな御意見をいただいております。その中でですね、いろんな

問題、議論させていただいきたいと思っております。ここでも、Ｇさんの方から、病院の傍に、スポ

ーツ施設でもできればいいんじゃないかと話をいただいております。これは町の方と、いろんな事で

意見を言っていただいて、実現できるものは実現していければいいんじゃないかと思います。当然、

県の建物ですから、最終的に町と県の間でどうするかというのもありますけども。

道路ですね、特に海部道路については、これもＢさんおっしゃられましたけども、阿南市長さんも

お話ありましたが、私も何遍も国の方には要請に行っております。これは徳島県だけでなく、四国４

箇所で、四国８の字、命の道ということで、ミッシングリンクのところを早くやってくれとお願いに
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行きますし、全国の１１都道府県でつくっておりますミッシングリンク解消の知事会、鳥取県の平井

知事さんが会長されておりますが、そちらでも何度でも。

国の方はですね、なぜ必要なのか、ストック効果がどうなのか、必ず聞いてきます。ですから私た

ちは、それに対してしっかりとした理論等を持っていかなくてはならない。特に必要性については、

海部道路については、鉄道も無ければ、道路は下を走っているので、津波が来たら一発で終わってし

まう。その時の地域の復興に一番役立つのが海部道路。これは私どもも、はっきり今までも申し上げ

ているところでございます。そしてその道については、徳島県だけでなくて、先ほどの話の四国４県、

それから全国の１１都道府県、それを含めまして、先ほど阿南市長さんからお話がありましたとおり、

室戸市とか安芸市、あの辺の高知の東部の市町村の皆様方も、私たちのところに来られて、一緒に陳

情して行ってくださいと、お話を受けております。これは徳島県から繋がって、ずうっと南に行きま

すから、出来た所からだんだん陳情の力が弱くなっているんですけども、これは引き続きやっていか

なければならない、そういう思いは、私たち、しっかり持っております。

それから、Ｃさんからのお話でございますが、治水問題は、私たちの安心・安全を守る一番大きな

課題でありますが、岡川は内水面になります、治水というのは、特に那賀川は大きな河川であります

ので、本川と内水をどうリンクしてやっていくのか、これからの課題となってまいりますので、その

辺りにつきましては、今、那賀川全体で、先ほど那賀町長さんお話ありましたけども、県が今進めて

おります、長安口ダムの改修を進めております。長安口ダムの改修は何かといいますと、土砂がたく

さん集まっている、この土砂をまず撤去していく、それからゲートがまだ高い、これを１ｍ下に、掘

り下げようとしています。これを下げる事によって、空にしておく量が増えます。それからもう一つ、

一番大事なことは、同じ那賀町にあります平谷地区というところで、これは水が溜まってくると、あ

まり留めすぎると浸かってしまう、浸水ですね、それを今、町の皆様のお力添えも得て、撤去、移動、

全部立ち退きをしていただいております。それができますと、最高水位を高くすることが出来る。そ

れによって、洪水調整機能が、もう少し大きくなるんじゃないかと。それがダムの関連。

それから、あとは旧鷲敷町のところの堤防計画。それから、もう一つは大野、少し上流の加茂谷の

所の総合的な河川対策。深瀬はもうすでに出来上がっておりますけども、そういうものをしっかりし

ていきながら、併せて内水面もやってやらなければならない。これはどちらが先か、なかなか難しい

ところがあるんですけども、本川と内水面を併せて、これからもしっかりと河川計画を立ててやって

いくべきだと思っております。

それと米作りの話が出ました。これはＩ委員さんとも同じような意見であったと思いますけど、こ

れからＴＰＰが発効になりましてですね、美味しい米を一日でも早く作っていこうと、これは県南部

では早場米で、しかもコシヒカリでですね、今まではそれでかなり高く売ってきたんですね、ところ

がそれが今では半値ぐらいになってきたと。特に去年は非常に安くなったんですけども。そういうも

のも含めて、これを高く作っていく方法を、高く売れるものを作っていかなければならないと思いま

すし、それ以外にも、米で使えるようなものを作っていかなければならない。ブランド化をすると同

時に、飼料米であったり酒米であったり、要はお金になることが必要なんでありますから、お金にな

るようなものにしていくべきだと思います。これは当然ブランド化につきましても、今後とも進めて
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まいります。

それからＣ委員さんからお話ありました人口減少。これはもう３９都道府県で社会減ということで、

聞くところでは大阪府も減るんだということで、大きなショックでもあります。

徳島県も何もしなければ４０万ぐらいまで減ってしまうことになりますが、国の政策なんかを聞い

ておりまして、今の処、県の人口ビジョンでは、６０万から６５万超というところに県の目標を定め

て、それを一つの目標としての徳島県づくりを進めていこうと考えているところでございます。それ

から、仕事が一番という話も、Ｃさんからいただきました。仕事が先か、人が先か、という話も牟岐

町長さんからありましたけども、仕事というのは、やっぱりつくらないとなかなかできません。 そ

ういう面で、先ほどＩさんからお話ありました「きゅうりタウン」ですね、これ１千万、きゅうりタ

ウンで儲けようという。若者が都会からやってきて、１千万儲けると聞くと、そりゃやろうと、必ず

言う。それからよくある話、鳴門金時とかレンコンなんかのブランドの所には、産地の、必ず、後継

者がいます。で、仕事がつくれていく訳です。ですから、新たな仕事を地元につくるっていうのは、

見直してみると、しっかり残っているような気がしています。その辺りを我々が、如何に発掘してい

くか。特に一次産業、農業、林業、水産業ですね。皆さん方が、そんな汚い、きつい、そんな仕事や

っとれんと言っておられますけども、よくよく考えてみますと、きゅうりで１千万。林業で、今、山

の方で、林業すると４００万、５００万という収入があるんですね。そういうものを我々はもう一度

発掘して、都会に出て行こうとする皆さんを止める、あるいは都会からも帰ってきてもらう、そうい

うものをしっかりつくっていかなくてはいけない、と思っておりまして。

そういう面で、先ほど仕事というものは、大きな問題だと思っておりますし、一番力の入れていく

課題だろうと思っております。そのために、私もいろいろお聞きするんですが、今年の４月に那賀高

校に「森林クリエイト科」というものをつくることになっています。定員２０名で、２０名近くの方

が来られたとお聞きしておりますけども、それを中学校の先生方に行ったら「なんで今頃林業やらす

んや」というような答えが返ってきた。保護者の方に言っても、保護者も「いまさら林業なんか、危

ないし息子にさせられん」と、こう言って皆、都会に送り出す訳ですね。都会に行くと、正社員にな

れればいいですけど、派遣社員になって、高い家賃で狭い住宅で汲々とした生活をする。そんなこと

を考えれば、田舎でおった方がいい筈なんですが、ところが御両親や先生方も、そういう気持ちには

なっていない。

で、私たちが行って、林業こんなんですよ、機械で、安全・安心で、生産性も上がって、収益も上

がって行くんですよ、これからは林業することが、日本の、徳島県の山を守っていくという、大きな

使命感に燃えてできるんですよ、とお話をすると、そうだったのかと、やっと分かってくれる。

だから、そういうところまで、やっぱり地方創生というのは、細かにやっていかないと出来ないと、

この話をして思ったところでございます。

それからＥさんからの、空き家対策ですね。今、県の方でも空き家対策、力を入れてやっていこう

と。４万数千、空き家があります。空き家をなかなか貸してくれない、これはどこも同じです。西の

方でですね、東祖谷の落合集落というのを御存知だと思いますが、あそこはアレックス・カーさんと

いう方が、アメリカ人ですけど、古民家を改修して宿泊施設に変えていって、全部で１８の空き家が
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あって、今、８しか出来ていない。残りの１０戸は何故出来ないのかっていうと、自分が帰ってきた

ときに住みたいんだと、それから自分の物を他人に売りたくないんだとか言って、なかなか進まない。

中を改修して、帰ってくる時だけは、優先して、優先的に使っていただけますって話をしても、なか

なか出来ない。ここはこれから、住民の意識を変えると先ほどＥさんからお話ありましたけど、確か

にそのあたりをやっていかないと、なかなか空き家対策は進んでいかないんじゃないか、そういう思

いがあります。

空き家対策は地域の活性化だけじゃなくて、安心安全の面でもですね、これは脅威となっておりま

す。空き家対策で、空き家が、住んでた人がいなくなると、非常に痛みが早くなって、ちょっとした

地震でも倒れてしまう。倒れたところに避難路があったり、重要な施設があったりすると、それも大

変でありますので、空き家対策は地域おこしと併せて、安心安全の面でも取り組んでいかなければな

らないと思っているところでございます。

それからＦ委員さんから、あの話ですね。まさにその通りでありまして、実は今年、メモリアルイ

ヤーと位置づけておりまして、南海地震７０年、東日本大震災５年ということで、いろんなイベント

もさせていただいていこうと思っております。それが一時的なものにとどまることなく、継続して、

この防災意識といいますか、災害の凄さ、そういうものも目で見てもらったり、そういう機会をどん

どん作っていこうかなと思っているところでございます。そして、迎え撃つ気持ちが必要ということ

で、事前に復興計画を立てておくべきだと。

正にこれがＢＣＰの考えでありまして、冒頭少し触れさせていただきましたけども、このＢＣＰは、

今、企業の皆さん方もかなり進んできております。それから農業版ＢＣＰ、それから水産もＢＣＰを

作りました。もちろん各行政もＢＣＰを作っております。さらにこれに加えまして、私たちが先ほど

申し上げました、家族の中で、ＢＣＰを作る。これは自分たちが震災に遭ったとき、家族でどのよう

な行動をしていくのか、どこに避難するのか、そんなものを先に当然考えておくというものでもあり

ます。

このすべてのＢＣＰを合わせて、地域のＢＣＰになるまでしないと、やはり難しいのではないかと

思っています。私も、東日本大震災の被災地、何度か見せていただきました。石巻、かなり復旧・復

興進んでおりますが、女川、南三陸というところはなかなか進んでいない。これはよく見ていますと、

元々ありました水産加工業が被災を受けて、それが未だ復興していない。そこに仕事が無いので、そ

こに戻って家を建てようかどうか、その判断が出来ないということなんですね。石巻はそういう面で

は、日本製紙なんかは６ヶ月で工場復旧しました。そんなことで、皆さん安心して家を建てている。

そういうことを考えてみますと、地元の大きな産業が無くなると、やっぱり地域全体に大きなダメ

ージがある訳でありますから、その地域を支えている産業の皆さん方には、ぜひとも企業ＢＣＰを作

っていただいて、それと併せて、地域の皆さんと地域ＢＣＰを作っていくことが、私は大切だと考え

ております。

それからＧさんの方からお話いただきました、介護の問題とスポーツの問題。よく徳島県では糖尿

病による死亡率が、一度だけですねワースト７位になりましたけど、だいたい平均して、ワースト１

が続いておりまして。スポーツ通じて、糖尿病を無くしていく。これは非常に大きな課題であります
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ので、予防ですね、やっていく上で、スポーツをどのようにやっていくのか。

もちろん阿波踊り体操であるとか、いろんなとこでやっておりますが、やっぱり自分が自覚してや

らないといけない。私も６０になって、少し運動していないので、下手するとすぐに８０にいってし

まいますが、もう少しがんばったら４０代の体に回復できるとおっしゃるんであれば、私も考えてや

らないかんかなと思っております。

それからＨさんのところは、もんてこい丹生谷でいろいろ御活躍いただいていおりまして、本当に

ありがとうございます。地域の皆さん方の努力によって、ＩターンＵターンの人が２００人を超えた

ということでありますので、総合的な、これから地域戦略をやっていく中でも、大きな参考にさせて

いただければと思います。

それからＩさんのお話で、「ＴＰＰ」のお話と、「きゅうりタウン」もそうでありますし、それか

ら儲かる農林水産業に対してですね、ＴＰＰの緊急対策をやっておりまして、今回の議会でもですね、

とりあえず基金として５億円、積まさせていただきました。これを５年間続けまして、２５億円の基

金を作ります。どちらかと言うと、守りですね。攻めの方、輸出とか、いろいろ６次産業化というの

を国の方の予算でやっていく。むしろ守っていく、中山間の小さな農家の皆様方の農業を継続させる

ためには、県の基金でやっていくということで、今、議会の方にも提案させていただいておるところ

です。

それからＪ委員さんの、埋もれた文化を掘り起こす必要性ですね。徳島は農村舞台が非常に多い所

で、過去２回、国民文化祭をやった初めての県といたしましても、その辺りの、地域文化を掘り起こ

しながら、農村舞台とか人形浄瑠璃とか、復活をさせていただきたいと思っています。来年度には、

城北高校に、人形浄瑠璃部というがあるんですが、あそこの芝居小屋、それが古くなったんで改修す

ることにしています。これは城北のためだけでなくてですね、様々な、県内すべての皆さん方が利用

できるような、そういう施設に出来ればと思っておりますので、そういうものを踏まえて、これから

の文化活動にも取り組んでいきたいという思いです。

Ｋさんの話です。ジビエで大変お世話になっておりまして、ありがとうございます。もう５４８頭

も処理もしていただいているということでありますが、昨年は実は６千頭近い鹿の固体管理をして、

殺傷処分いたしております。おかげで鹿の被害はだいぶ減って、逆に今度は猪の方が増えている状況

です。これはもう中山間に住まわれる高齢者の皆さん方にとりまして、鳥獣被害の問題というのは非

常に深刻な問題だと私たちも受け取りまして、それを少しでも和らげるために、殺すだけでなくて活

かそうという思いで、ジビエをやらせていただいております。ムスリムのハラール、皆さん方も鹿な

んかは大好きということで、御一緒に幕張メッセで出させていただきました。非常に好評で、あっと

いう間になくなりました。私もこれから、来年に向けて鹿の、ハラールを中心にですね、中東、サウ

ジアラビアの方にでも売り出す気持ちでおりますので、それをやるためには鹿牧場いりますし、鹿牧

場やりますと今度はコストが高くなってくる。どのあたりまで鹿を、いい値段で買ってくれるかとい

うのが最後の課題になってくると思いますけども、ぜひともそういうものを取り組んでいく。その中

でジビエサミットですね、３回目になるんですかね、面白そうですね、やるように検討、一度ゆっく

りお話を聞かせていただければと思います。
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それからＬさんの話ですね。ファミサポにつきましては、全県でやっと、くまなくファミリサポー

トが出来ました。ファミリーサポート出来て、働く女性の皆様方に御利用いただいておりますけれど

も、今のお話のように、時間給とみていただく利用料が同じだと、何をしているか分からない。どう

いう風に解決策があるか、少し勉強させていただきたいと思います。

それから集合住宅。いろんな都会の方が来ても、すぐに住まうところが無いという事なんですかね。

（Ｌ委員）

空き家にぽこっと入ってしまうと、周りに同世代の家族がいないので、相談しても、情報を教え

てもらえない。

（副知事）

同じような事をある方から聞いて。サテライトオフィスなんかが進出してきても、空き家に入った

ら、やっぱり情報交換できないとか、そんな話もあって、サテライトに来てくれる皆さん方を、わり

りと敷居が高くない、入りやすくて情報交換出来るような、集合住宅のような所があったらいいなあ

というお話、いただいたので、ありがとうございました。

それから最後のＭさんの話でですね、バイパスの話と洪水の話と信号の話なんで。おそらくほとん

ど、今、お話、お答えしていただいたと思います。一つですね、吉井の所の台風のたびに水漏れの話

がありました。先ほど申し上げましたとおり、県もかなり施設もっておりますけども、かなり古くな

ってきておりますので、その辺りの古くなったものをこれからどうしていくのか。全部造り替えるの

か。あるいは、それを少しずつ補修しながら、長期に保たせるのか。これはですね、今回、われわれ

の国土強靭化の地域計画の中でも入れておる課題でございまして、その辺りをですね、いろんな地元

の、これは施設が市なのか県なのか分かりませんが、その関係者に一度御相談いただいたらと思いま

す。災害の方は、本当に１万近くある危険地、全部調査を済ませまして、危険度合いにつきましても、

皆さんにお知らせしていくところでございます。

本当にたくさんの御意見いただき、ありがとうございました。皆さん、すべての御意見、御質問に

答えられてないところもあるかと思いますが、今日お越しいただいている各首長さんと力を合わせま

して、県南部地区の振興に全力で取り組んでまいる所存でありますので、これまで以上のお力を賜り

ますようお願い申し上げたいと思います。本当に今日はありがとうございました。


